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◉◉��

原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
で
決
定

原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
で
決
定

「
も
ん
じ
ゅ
」
サ
イ
ト
（
敷
地
内
）
に
新

た
な
試
験
研
究
炉
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
平

成
28
年
12
月
の
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
に
お

い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
議
で
は
、「
も

ん
じ
ゅ
」
を
廃
止
に
向
か
わ
せ
る
と
い
う
政

府
方
針
と
と
も
に
、
将
来
的
に
「
も
ん
じ
ゅ
」

サ
イ
ト
を
活
用
し
、
新
た
な
試
験
研
究
炉
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
今
後
の
原
子

力
研
究
や
人
材
育
成
を
支
え
る
基
盤
と
な
る

中
核
的
拠
点
と
な
る
よ
う
位
置
付
け
る
と
さ

れ
ま
し
た
。

◉
文
部
科
学
省
に
よ
る
調
査・検
討

◉
文
部
科
学
省
に
よ
る
調
査・検
討

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
元
年
度
ま
で
、「
も
ん
じ
ゅ
」
サ
イ
ト
に

ど
の
よ
う
な
試
験
研
究
炉
を
設
置
す
る
か
等

に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
で
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
サ
イ
ト
の
地

理
的
状
況
を
考
慮
の
う
え
、
具
体
的
な
ス

ペ
ッ
ク
や
建
設
コ
ス
ト
、
ニ
ー
ズ
、
利
用
用

途
等
が
検
討
さ
れ
、
候
補
と
な
る
試
験
研
究

炉
の
炉
型
（
中
出
力
炉
、
低
出
力

炉
、
臨
界
実
験
装
置
等
）
が
整
理

さ
れ
る
と
と
も
に
、
試
験
研
究
炉

の
運
営
体
制
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
文
部
科
学
省
に
設
置
さ
れ
た

原
子
力
科
学
技
術
委
員
会
原
子
力

研
究
開
発
・
基
盤
・
人
材
作
業
部

会
で
炉
型
の
絞
り
込
み
等
に
関
し

て
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
①
西
日
本
に
お
け
る
原
子

力
分
野
の
研
究
開
発
・
人
材
育
成

の
中
核
的
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
機
能
の
実
現
、
②
地
元
振
興
へ

の
貢
献
の
２
つ
の
観
点
か
ら
、「
も

ん
じ
ゅ
」
サ
イ
ト
に
新
た
に
設
置

す
る
試
験
研
究
炉
と
し
て
、
中
性

子
ビ
ー
ム
利
用
を
主
目
的
と
し
た

中
出
力
炉
が
最
も
適
切
で
あ
る
と

の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
検
討
の
進
め
方

と
し
て
、「
試
験
研
究
炉
の
着
実

な
設
計
・
設
置
・
運
転
」「
幅
広

い
関
係
機
関
が
利
用
出
来
る
よ
う

平成28年12月の原子力関係閣僚会議において決定された方針を踏まえ、「もんじゅ」サイトへの
新たな試験研究炉の建設に向け、文部科学省委託事業「もんじゅサイトに設置する新たな試験研
究炉の概念設計及び運営の在り方検討」が公募されました。原子力機構は、京都大学、福井大学と
ともに応募し、審査の結果、当事業の実施主体となる中核的機関として採択されました。

「もんじゅ」サイトへの新たな
試験研究炉の設置に向けて

原
子
力
機
構
が
新
た
な
試
験
研
究
炉
の

概
念
設
計
及
び
運
営
の
在
り
方
検
討
の

実
施
主
体
と
な
る
中
核
的
機
関
に
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排気筒

原子炉建屋

制御棟

電源供給棟

冷却塔

ホットラボ

試験研究炉のレイアウトイメージ

な
試
験
研
究
炉
の
運
営
」「
地
元
関
係
機
関

と
の
連
携
構
築
」
の
３
つ
の
観
点
に
お
い
て

知
見
・
経
験
・
能
力
を
有
す
る
少
数
の
研
究

機
関
・
大
学
が
、
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と

連
携
し
た
体
制
を
構
築
し
、
こ
れ
を
中
核
的

機
関
と
し
て
位
置
付
け
、
概
念
設
計
及
び
運

営
の
在
り
方
検
討
を
実
施
す
る
こ
と
が
適
切

と
さ
れ
ま
し
た
。

◉◉��

京
都
大
学
、福
井
大
学
と
連
携
し
、

京
都
大
学
、福
井
大
学
と
連
携
し
、��

一
体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く

一
体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く

文
部
科
学
省
は
、
新
設
す
る
試
験
研
究
炉

を
、
発
電
を
行
わ
な
い
熱
出
力
１
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
未
満
の
「
中
出
力
炉
」
と
す
る
方
針

で
、
原
子
力
分
野
に
お
け
る
西
日
本
の
中
核

拠
点
と
位
置
付
け
る
考
え
で
す
。
令
和
２
年

度
中
に
概
念
設
計
に
着
手
し
、
令
和
４
年
度

中
に
詳
細
設
計
の
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
細
設
計
の
段
階
に
移
行
す
る
ま
で
、

３
ヵ
年
度
に
わ
た
り
、
前
述
の
３
つ
の
観
点

を
有
す
る
少
数
の
研
究
機
関
・
大
学
が
適
切

な
役
割
分
担
の
も
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
機

関
が
中
核
的
機
関
と
な
っ
て
、
概
念
設
計
及

び
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
一
体
的
に
検

討
を
進
め
て
い
く
と
し
て
、
文
部
科
学
省
委

託
事
業
「
も
ん
じ
ゅ
サ
イ
ト
に
設
置
す
る
新

た
な
試
験
研
究
炉
の
概
念
設
計
及
び
運
営
の

在
り
方
検
討
」
の
企
画
提
案
を
昨
年
９
月
に

公
募
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
原
子
力
機
構
は
、「
も
ん

じ
ゅ
」
サ
イ
ト
に
設
置
さ
れ
る
試
験
研
究
炉

の
概
念
設
計
及
び
運
営
の
在
り
方
検
討
の
実

施
主
体
と
な
る
中
核
的
機
関
と
し
て
、
国
立

大
学
法
人
京
都
大
学
及
び
国
立
大
学
法
人
福

井
大
学
と
連
名
で
応
募
し
、
審
査
の
結
果
、

昨
年
11
月
に
当
該
公
募
の
中
核
的
機
関
と
し

て
３
機
関
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
事
業

に
よ
り
、「
試
験
研
究
炉
の
設
計
・
設
置
・

運
転
」「
幅
広
い
利
用
」「
地
元
関
係
機
関
と

の
連
携
構
築
」
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
幅
広

い
人
材
育
成
等
に
加
え
て
、
原
子
炉
を
一
か

ら
設
計
・
建
設
す
る
良
い
機
会
と
し
て
、
３

機
関
で
組
織
を
あ
げ
て
貢
献
し
て
い
く
考
え

で
す
。

◉◉��「
も
ん
じ
ゅ
」サ
イ
ト
で
地
質
調
査
実
施

「
も
ん
じ
ゅ
」サ
イ
ト
で
地
質
調
査
実
施

原
子
力
機
構
で
は
、
令
和
２
年
12
月
、
事

業
計
画
統
括
部
に
も
ん
じ
ゅ
サ
イ
ト
試
験
研

究
炉
準
備
室
を
発
足
さ
せ
、
概
念
設
計
に
係

る
検
討
を
始
め
る
と
と
も
に
、「
も
ん
じ
ゅ
」

原
子
炉
施
設
の
山
側
資
材
置
場
で
本
年
１
月

か
ら
、
深
さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
に
よ
る
予
備
的
な
地
質
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
来
年
度
以
降
は
よ
り
深
い
深

度
ま
で
の
本
格
的
な
地
質
調
査
と
し
て
引
き

続
き
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

文部科学省『令和元年度「もんじゅ」サイトを活用した新たな
試験研究炉に関する調査の概要（原子力研究開発・基盤・人材
作業部会（第3回）資料）』より引用

「もんじゅ」サイト（敷地内）におけるボーリング調査の様子
　　　　　　　　　　　　　　 （令和3年1月18日撮影）
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もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

燃料体の取出し作業の完遂に向けて
模擬燃料体の部分装荷の実施

この研究に携わっている機構職員

2016年に入社後、「もんじゅ」の運転管理業務や炉
心解析業務などに携わり、現在は「もんじゅ」の燃料
管理業務に従事しています。燃料体取出し作業前に定める実施計画では、
現場の作業や「もんじゅ」の燃料管理がより安全かつ効率的に実施でき
るよう、燃料体の取扱順序や作業前の確認項目等を検討しながら作成し
ています。「もんじゅ」の廃止措置に貢献していけるよう、今後も確実な
燃料体取出しの完了に向けて、精一杯努めていきます。

杉
す ぎ

田
た

裕
ゆ う

亮
す け 敦賀廃止措置実証部門

高速増殖原型炉もんじゅ
安全・品質保証部
安全管理課

模
擬
燃
料
体
の
部
分
装
荷
に
係
る 

廃
止
措
置
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
は
、
廃
止
措
置
の
第
１

段
階
と
し
て
、
燃
料
体
の
取
出
し
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
燃
料
体
は
、
原
子
炉
容
器

内
で
は
自
立
し
、
地
震
時
に
は
周
辺
の
燃
料

体
に
よ
り
支
え
合
い
、
燃
料
体
を
安
全
に
維

持
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

原
子
炉
容
器
に
装
荷
さ
れ
て
い
る
燃
料
体
を

取
り
出
す
と
き
は
、
取
り
出
し
た
位
置
に
燃

料
体
の
寸
法
・
重
量
等
を
模
擬
し
た
模
擬
燃

料
体
（
写
真
１
）
を
装
荷
す
る
設
計
と
し
て
い

ま
し
た
。

放
射
性
廃
棄
物
発
生
の
低
減
、
不
具
合
の

発
生
の
低
減
な
ど
の
観
点
か
ら
、
模
擬
燃
料

体
を
全
数
装
荷
し
な
い
部
分
的
な
装
荷
（
図

１
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
模
擬
燃
料

体
の
体
数
を
３
７
０
体
か
ら
２
４
６
体
に
減

ら
し
て
も
お
互
い
が
支
え
あ
う
炉
心
体
系
が

維
持
さ
れ
燃
料
体
の
健
全
性
が
保
た
れ
る
こ

と
や
、
燃
料
取
扱
設
備
で
燃
料
を
安
全
に
取

り
扱
え
る
こ
と
を
検
証
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
７
月
、
検
証
結
果
を
基
に
模

擬
燃
料
体
の
部
分
装
荷
に
つ
い
て
原
子
力
規

制
委
員
会
に
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申
請

を
行
い
、
審
査
の
結
果
、
２
０
２
０
年
５
月

に
認
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

模
擬
燃
料
体
の
装
荷
の
終
了

２
０
２
１
年
１
月
か
ら
２
月
に
実
施
し
た

原
子
炉
容
器
か
ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
へ
の
燃

料
体
１
４
６
本
の
取
出
し
作
業
を
も
っ
て
、

部
分
装
荷
に
必
要
な
２
４
６
体
の
模
擬
燃
料

体
の
装
荷
を
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
原
子

炉
容
器
に
残
る
１
２
４
体
の
燃
料
体
を
原
子

炉
容
器
か
ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
に
取
り
出
す

作
業
に
お
い
て
は
、
模
擬
燃
料
体
を
装
荷
し

な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

部
分
装
荷
に
よ
っ
て
、
燃
料
体
取
出
し
作

業
に
必
要
な
模
擬
体
の
約
３
分
の
１
を
削
減

し
、
計
画
ど
お
り
「
原
子
炉
解
体
段
階
に
発

生
す
る
放
射
性
廃
棄
物
の
低
減
」
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
に
燃
料
体
の
取
り
出
し
が
完

遂
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

写真1　模擬燃料体

図1　燃料体及び模擬燃料体の装荷位置
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止
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置
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画
の
変
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い
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「
も
ん
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」
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、
廃
止
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の
第
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段
階
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し
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、
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の
取
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模
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模
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体
（
写
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装
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す
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設
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模
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燃
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放
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模
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燃
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数
を
３
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０
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６
体
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減
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し

て
も
お
互
い
が
支
え
あ
う
炉
心
体
系
が
維
持

さ
れ
燃
料
体
の
健
全
性
が
保
た
れ
る
こ
と
、

及
び
燃
料
取
扱
設
備
で
燃
料
を
安
全
に
取
り

扱
え
る
こ
と
を
検
証
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
７
月
、
検
証
結
果
を
も
と
に

模
擬
燃
料
体
の
部
分
装
荷
に
つ
い
て
原
子
力

規
制
委
員
会
に
廃
止
措
置
計
画
変
更
認
可
申

請
を
行
い
、
審
査
の
結
果
、
２
０
２
０
年
５

月
に
認
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

模
擬
燃
料
体
の
装
荷
の
終
了

２
０
２
１
年
１
月
か
ら
２
月
に
実
施
し
た

原
子
炉
容
器
か
ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
へ
の
燃

料
体
１
４
６
本
の
取
出
し
作
業
を
も
っ
て
、

部
分
装
荷
に
必
要
な
２
４
６
体
の
模
擬
燃
料

体
の
装
荷
を
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
原
子

炉
容
器
に
残
る
１
２
４
体
の
燃
料
体
を
原
子

炉
容
器
か
ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
に
取
り
出
す

作
業
は
、
模
擬
燃
料
体
を
装
荷
し
な
い
作
業

と
な
り
ま
す
。

部
分
装
荷
に
よ
っ
て
、
燃
料
体
取
出
し
作

業
に
必
要
な
模
擬
体
の
製
作
体
数
の
約
３
分

の
１
を
削
減
で
き
、
当
初
計
画
し
て
い
た
「
原

子
炉
解
体
段
階
に
発
生
す
る
放
射
性
廃
棄
物

の
低
減
」
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
に
燃
料
体
の
取
り
出
し
が
完

遂
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

写真1　模擬燃料体

4

廃止措置開始時の炉心状態
（370体の燃料体を装荷） 燃料体取出し完了時模擬燃料体等の装荷終了時

（246体の燃料体取出し）

：燃料体（370体）
：制御棒集合体及び
   中性子源集合体(21体分) 
：模擬燃料体等（246体分）
 ：空き箇所（124体分）
※中性子しゃへい体の記載は省略

図1 燃料体及び模擬燃料体の装荷位置

燃料体を取り出した位置に
模擬燃料体等を装荷する。

模擬燃料体等を
 装荷しない。

炉心からの
燃料体の取出し
（全370体）

年度 2019年
2019.10

100体
2019.12

2020年
2021.1

2021.3

2021年 2022年
2022.4

2022.6
146体 124体

模擬燃料体等を
装荷しない。
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原子炉側部からのサンプル採取
原子炉本体の解体に向けて

この研究に携わっている機構職員

2018年に入社し、解体撤去作業や汚染状況等調査
に係る作業に従事しています。

原子炉下部からの試料採取の作業においては、モックアップ試験によ
る訓練から、圧力管の試料採取の実証まで作業を実施しました。本作業
は、作業者の被ばく低減など課題が多く、関係職員が一丸となって進め
る作業になります。これまでに経験した作業で得られた知見やノウハウを、
本作業に反映し、安全かつ合理的に作業を進めていきます。

宮
み や

本
も と

勇
ゆ う

太
た 敦賀廃止措置実証部門

新型転換炉原型炉ふげん
廃止措置部
技術実証課

よ
り
精
度
の
高
い
放
射
能
量
の 

把
握
を
目
指
し
て

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
原
子
炉
本
体
の
解
体

を
行
う
に
あ
た
り
、
原
子
炉
内
部
が
ど
の
く

ら
い
放
射
化
し
て
い
る
か
を
事
前
に
計
算
し

て
い
ま
す
。
そ
の
数
値
の
精
度
を
よ
り
高
め

る
た
め
、
複
雑
な
構
造
の
原
子
炉
内
部
の
複

数
箇
所
か
ら
サ
ン
プ
ル
（
試
料
）
を
採
取
し
、

そ
の
分
析
・
評
価
を
進
め
て
い
ま
す
。

試
料
採
取
は
、
対
象
と
す
る
原
子
炉
内
部

の
構
造
材
の
位
置
に
応
じ
て
、
原
子
炉
の
下

部
及
び
側
部
か
ら
行
い
ま
す
。
２
０
１
８
年

度
か
ら
２
０
１
９
年
度
に
か
け
て
、
原
子
炉

下
部
か
ら
圧
力
管
の
試
料
採
取
を
行
い
ま
し

た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
原
子
炉
側
部

か
ら
の
試
料
採
取
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在

そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

原
子
炉
下
部
で
の
試
料
採
取
の 

知
見
を
活
か
し
て

原
子
炉
本
体
の
側
部
に
あ
る
既
存
の
配
管

口
（
写
真
１
）
か
ら
専
用
の
装
置
を
挿
入
し
て
、

試
料
と
な
る
金
属
を
炉
心
タ
ン
ク
か
ら
切
り

取
り
ま
す
。
次
に
、
レ
ー
ザ
ー
穿
孔
装
置
で

穴
を
開
け
て
装
置
を
挿
入
し
、
制
御
棒
案
内

管
及
び
防
振
板
か
ら
試
料
と
な
る
金
属
を
切

り
取
り
ま
す
。

側
部
か
ら
の
試
料
採
取
に
あ
た
っ
て
は
、

監
視
カ
メ
ラ
が
高
線
量
で
不
調
に
な
っ
た
場

合
で
も
簡
単
に
交
換
で
き
る
機
能
や
、
採
取

し
た
金
属
片
を
確
実
に
取
り
込
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
切
断
刃
物
の
動
き
を
監
視
す
る
計

測
機
能
を
追
加
す
る
な
ど
、
原
子
炉
下
部
か

ら
の
試
料
採
取
作
業
で
得
ら
れ
た
知
見
を
活

か
し
て
装
置
を
改
造
し
ま
し
た
。

今
後
、
側
部
か
ら
採
取
し
た
試
料
の
分
析

で
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
本

体
解
体
に
向
け
た
解
体
装
置
の
設
計
や
解
体

手
順
へ
反
映
す
る
と
と
も
に
、
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
方
法
の
検
討
に
活
か
し
、「
ふ
げ

ん
」
の
廃
止
措
置
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの
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つ る ほ ん だ よ り

技
術
課
題
解
決
促
進
事
業
の
紹
介

つるそうけんNEWS （「つるそうけん」とは、
敦賀総合研究開発センターの略称です。）

実
用
化
に
つ
な
が
っ
た
事
例
が
多
数 

共
同
研
究
や
成
果
展
開
事
業
へ
も

原
子
力
機
構
で
は
、
地
域
産
業
の
活
性

化
や
創
出
・
育
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
元
企
業
へ
の
支
援
活
動
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
中
心
と
な

る
の
が
技
術
課
題
解
決
促
進
事
業
で
す
。

技
術
課
題
解
決
促
進
事
業
に
は
、
①
課

題
解
決
型
、
②
企
業
提
案
型
の
２
通
り
が

あ
り
、
平
成
22
年
度
の
開
始
か
ら
令
和
２

年
度
ま
で
の
11
年
間
で
95
テ
ー
マ
に
約
１

２
０
件
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
技
術
の
実
用
化
、
現

場
の
安
全
性
、
効
率
性
の
向
上
に
つ
な

が
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
技
術
課
題
解
決
促
進
事

業
は
、
５
月
下
旬
に
募
集
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
機
構
の

技
術
課
題
を
紹
介
す
る
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
（
地
元
企
業
へ
の
説
明
会
）
を
開
催

し
、
具
体
的
な
技
術
課
題
の
説
明
を
い
た

し
ま
す
。
本
事
業
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、

採
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、
試
作
品
の
製
作

や
調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
良
好
な
成
果
が
得
ら
れ
た
場
合
は
、

機
構
と
の
共
同
研
究
や
成
果
展
開
事
業
な

ど
、
更
な
る
発
展
を
目
指
す
こ
と
も
可
能

な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
元
企
業
の
皆
様
の
多
数
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

技 術 課 題 解 決 促 進 事 業 フ ロ ー

オープンセミナー
（5～6月）

技術者を含めた
企業との技術相談
（6～8月）

応募 契約

製
作
及
び
役
務
な
ど
の

請
負
契
約
の
締
結

次の展開技術相談
（3月以降）
成果展開事業
共同研究など

企業への提案依頼

機構からの情報提供

○ テーマ名 ○ 課題の内容
○ 試作・調査の概要 ○ 想定される技術
○ 開発スケジュールと今後の展開

〈技術課題の提示〉

試作・調査の実施
（9～3月）

把持装置デモ機試験 企業にて

成果報告

敦賀事業本部での報告会の様子

見極め

企業の採択
提案書の提出（企業）

技術評価　　　企業の採択
当該年度の発注仕様書の作成　　　発注  原則として税込100万円以下
※企業登録されていない企業は別途手続きを必要とします。

（ ）

①課題解決型事業とは

②企業提案型事業とは

地域産業
支援活動

ナトリウム中ルースパーツ回収治具
福井市・服部鉄工

多脚型ロボット
鯖江市・㈱シマノ

レーザー遮光カーテン
鯖江市・ウラセ㈱

全面マスク用追加遮光パーツ
鯖江市・㈱サンルックス

（跳ね上げ前） （跳ね上げ時）

原子力機構が抱える技術課題について、その課題解決に結びつけること
を目的に地元企業の皆様からアイデアを募集し、実用化への成立性を見
極めるために試作品の製作や調査等を行っていただく事業

廃止措置技術に関連する技術課題について、地元
企業の皆様から課題解決に結びつけるアイデアを
提案いただき、試作品の製作や調査を行っていた
だく事業

配管内面ライニング材除去装置
敦賀市・㈱テクノハーツ

油圧式切断装置外観

鋼管の無火気切断装置
敦賀市・清水工業㈱

配管内面ライニング

剥離治具

配管切断状況

〈これまでの実績〉

〈これまでの実績〉
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つ る ほ ん だ よ り

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

敦
賀
事
業
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１

●
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
か
る
た
大
会
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
て
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。	

（
敦
賀
市　

女
性
）

●
表
紙
の
写
真
は
毎
回
す
ば
ら
し
い
。（
記
事

は
）難
し
い
用
語
が
多
く
読
む
の
が
い
や

に
な
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
共
生
活
動
の
取
り

く
み
は
好
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
Ｒ
Ｃ
Ｎ

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）や
福
井
新
聞
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

	
 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
ふ
げ
ん
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の
仕
事
に

責
任
を
持
ち
、自
分
に
自
信
を
も
っ
て
若

手
職
員
へ
の
知
識
伝
承
を
行
う
な
ど
、頼

も
し
く
思
い
ま
す
。
も
ん
じ
ゅ
が
担
っ
て

い
る
の
は
、抜
き
取
り
作
業
を
慎
重
に
行

う
と
い
う
大
変
な
仕
事
で
、見
え
な
い
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
安
全
・
確
実
に
取
り
扱
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。	

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
発
電
は
大

切
な
事
で
す
。
分
か
り
や
す
く
て
良
い
で

す
。
今
後
と
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

	
 

（
美
浜
町
・
男
性
）

●
こ
れ
か
ら
全
国
の
原
子
力
発
電
所
に
お
け

る
廃
止
・
解
体
等
の
先
が
け
と
し
て
確
実

な
成
果
を
残
し
て
い
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、

こ
れ
か
ら
の
原
子
力
発
電
業
務
に
も
一
役

も
二
役
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。	

（
南
越
前
町
・
女
性
）

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご

意

見

箱

広報チーム「あっぷる」広報チーム「あっぷる」によるによる
若年層若年層へのへの理解促進活動理解促進活動についてについて

今
回
、「
あ
っ
ぷ
る
」
は
、冬

休
み
期
間
中
に
敦
賀
市
内
に
あ

る
第
２
咸
新
児
童
ク
ラ
ブ
に
お

伺
い
し
て
、電
気
や
放
射
線
な

ど
に
関
す
る
勉
強
会
と
工
作
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
、電
気
に
つ
い
て
、火
力
・

水
力
・
原
子
力
な
ど
の
様
々
な

発
電
方
法
や
、私
た
ち
が
住
ん

で
い
る
福
井
県
に
は
ど
の
よ
う

な
発
電
所
が
あ
る
の
か
な
ど
、

紙
芝
居
形
式
で
お
話
し
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、電
気
が
な
か
っ
た

「
昔
」
と
電
気
が
あ
る
「
今
」

を
比
べ
た
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
だ

り
、こ
れ
か
ら
先
の「
未
来
」が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
想
像

し
た
世
界
を
、絵
や
文
字
で
自

由
に
表
現
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
の
自
由
な
発
想

に
よ
り
、「
想
像
し
た
食
べ
物
が

お
皿
ご
と
出
て
く
る
マ
シ
ー
ン
」

や
「
お
手
伝
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
な

ど
、様
々
な
未
来
の
形
が
出

来
上
が
り
楽
し
い
世
界
が
広

が
り
ま
し
た
。

続
い
て
、私
た
ち
の
身

の
ま
わ
り
に
あ
る
自
然
放

射
線
や
紫
外
線
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら

も
音
や
匂
い
が
せ
ず
、

目
に
も
見
え
な
い
け
れ

ど
身
近
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
一
緒
に
勉
強

し
ま
し
た
。

最
後
に
、紫
外
線
が

当
た
る
と
色
が
変
わ
る

ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
、
渦

巻
き
キ
ャ
ン
ディ
型
の
ス

ト
ラ
ッ
プ
作
り
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
晴
れ
て

い
た
ら
外
で
ビ
ー
ズ
の

色
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
が
、当
日
は
あ
い

に
く
の
空
模
様
で
し
た
の
で
、

紫
外
線
を
出
す
ラ
イ
ト
を
当

て
て
、白
い
ビ
ー
ズ
が
様
々
な

カ
ラ
フ
ル
な
色
に
変
わ
る
様

子
を
児
童
の
皆
さ
ん
と
確
か

め
ま
し
た
。
そ
の
場
で
「
白

か
ら
紫
色
に
変
わ
っ
た
！
」

「
私
は
、オ
レ
ン
ジ
色
、す
ご

い
!!
」
な
ど
の
弾
ん
だ
声
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い
る
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
の

よ
う
な
機
会
を
通
じ
て
、今

後
も
若
年
層
へ
の
理
解
促
進

活
動
を
継
続
的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま 

す
。

地域共生
活 動

元
気
よ
く
発
表
し
ま
す
！

元
気
よ
く
発
表
し
ま
す
！

原子力機構敦賀地区の女性職員で構成する広報チーム「あっぷる」は、地域の原子力機構敦賀地区の女性職員で構成する広報チーム「あっぷる」は、地域の
皆さまに当機構の業務内容をご理解いただくため、様々な理解促進活動を行っ皆さまに当機構の業務内容をご理解いただくため、様々な理解促進活動を行っ
ています。今号では児童クラブでの勉強会の模様をご紹介します。ています。今号では児童クラブでの勉強会の模様をご紹介します。

一生懸命、ビーズを作ってくれま
した
！一生懸命、ビーズを作ってくれま

した
！ ▲ �完成した�▲ �完成した�

ストラップストラップ

みんなで考えた

みんなで考えたこれからの未来

これからの未来

うまくうまく
かけたかな？
かけたかな？
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所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.jaea.go.jp  （
令
和
3
年
3
月
発
行
）

つ
る
が
の
四
季

つ
る
が
の
四
季
─

№ 129

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜
織
田
信
長
ら
三
英
傑
が 

軍
議
を
開
い
た
城

か
つ
て
美
浜
町
佐
柿
に
存
在
し
た
国
吉

城
。
織
田
信
長
が
越
前
攻
め
の
際
に
滞
在

し
、
木
下
藤
吉
郎
（
豊
臣
秀
吉
）
や
徳
川
家

康
ら
と
と
も
に
軍
議
を
開
い
た
城
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
で
紹
介
さ

れ
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

国
吉
城
は
、
弘
治
２
年
（
１
５
５
６
）
に

若
狭
守
護
大
名 

武
田
家
重
臣
の
粟あ

わ

屋や

勝か
つ

久ひ
さ

に
よ
っ
て
築
城
。
武
田
氏
の
当
主
の
座
を
め

ぐ
る
争
い
を
発
端
と
し
て
、
後
に
10
年
余
に

わ
た
り
越
前
朝
倉
氏
の
侵
攻
を
受
け
ま
し
た

が
、
籠
城
戦
で
若
狭
と
越
前
と
の
国
境
を
守

り
抜
い
た
〝
難
攻
不
落
の
城
〟
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
国
吉
城
は
、
丹
後
街
道
の
要
所
と
し
て

重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
山
城
で
す
。
山

頂
か
ら
敵
の
動
向
を
見
渡
せ
る
守
り
に
有
利

な
地
形
を
生
か
し
、
朝
倉
氏
が
差
し
向
け
た

大
軍
勢
を
わ
ず
か
８
０
０
人
ほ
ど
の
地
侍
や

民
衆
た
ち
で
撃
退
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
若
狭
国
吉
城
歴
史

資
料
館
の
大
野
康
弘
館
長
。
資
料
館
が
所
蔵

す
る
軍
記
『
国
吉
籠
城
記
』
に
は
、
当
時
の

戦
い
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
ヶ
崎
の
退の

き
口ぐ

ち

で 

信
長
の
命
運
を
分
け
た

『
国
吉
籠
城
記
』
に
は
、
信
長
入
城
時
の

記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。
信
長
は
朝
倉
勢
を
相

手
に
城
を
守
っ
た
地
侍
を
称
賛
。
さ
ら
に
山

頂
か
ら
の
眺
め
を
、〝
言
語
道
断
の
境
地
〟

と
褒
め
称
え
、
城
下
町
づ
く
り
を
勧
め
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
４
月
、
信
長
の

軍
勢
は
国
吉
城
か
ら
敦
賀
に
攻
め
入
り
、
一

乗
谷
を
目
指
そ
う
と
し
た
矢
先
に
、
ま
さ
か

の
浅
井
長
政
の
裏
切
り
。
織
田
軍
は
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
世
に
言
う

〝
金
ヶ
崎
の
退
き
口
〟
で
、
信
長
は
国
吉
城

を
経
由
し
て
帰
京
。
態
勢
を
立
て
直
し
、
同

年
６
月
に
近
江
国
姉
川
で
浅
井
・
朝
倉
軍
を

撃
ち
破
り
ま
す
。

「
国
吉
城
が
健
在
だ
っ
た
か
ら
、
織
田
軍

は
撤
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
、

永
禄
６
年
（
１
５
６
３
）
か
ら
の
朝
倉
氏
の

侵
攻
で
城
が
落
ち
て
い
た
ら
、
歴
史
は
変

わ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
ね
」（
大
野
館
長
）。

『
国
吉
籠
城
記
』
に
明
智
光
秀
の
記
述
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
光
秀
は
金
ヶ
崎

の
退
き
口
で
秀
吉
と
と
も
に
し
ん
が
り
を
務

め
て
お
り
、
他
の
史
料
か
ら
も
信
長
ら
と
と

も
に
国
吉
城
に
逗
留
し
た
可
能
性
は
高
い
で

す
ね
。
信
長
を
討
っ
た
反
逆
者
の
た
め
、
記

⃝

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
０
（
32
）０
０
５
０

述
を
外
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
す
」

と
い
う
大
野
館
長
の
解
説
か
ら
も
歴
史
の
面

白
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

国
吉
城
下
町
が
佐
柿
集
落
の
起
源
に

本
能
寺
の
変
の
後
、
国
吉
城
主
と
な
っ
た

の
が
木き

村む
ら

常ひ
た
ち
の
す
け

陸
介
定さ

だ

光み
つ

で
す
。
国
吉
城
は
土

づ
く
り
の
山
城
で
し
た
が
、
定
光
の
統
治
期

に
石
垣
が
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
発
掘
調
査
で
は
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る

古
い
石
垣
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
光
は
丹
後
街
道
を
中
心
に
城
下
町
を
整

備
。
天
正
14
年
（
１
５
８
６
）
春
に
完
成
し

た
城
下
町
が
、
現
在
の
佐
柿
集
落
の
起
源
と

な
り
ま
し
た
。

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
か
ら
つ
づ
ら
折

り
の
山
道
を
登
る
こ
と
約
30
分
、
国
吉
城
の

本
丸
跡
が
残
る
山
頂
か
ら
は
、
信
長
も
讃
え

た
雄
大
な
若
狭
の
絶
景
を
眺
め
ら
れ
ま
す
。

若狭国吉城資料館が所蔵する「国吉籠城記」の写本
の一つ。「信長公」「徳川家康」「木下藤吉郎」の三英
傑の名前が確認できます。

歴史考証のもと描かれた戦国時代の国吉城。丹後街道
を見下ろす守りに有利な地形であることがわかります。

イラスト /香川元太郎氏　監修 /中井均氏
協力 /若狭国吉城歴史資料館

若狭国吉城歴史資料館
館長　大野 康弘さん

大
河
ド
ラ
マ
で
注
目
！

大
河
ド
ラ
マ
で
注
目
！

難
攻
不
落

難
攻
不
落
のの
国
吉
城

国
吉
城

若狭国吉城資料館の来場者は、大河ドラマ「麒
麟がくる」の放送があった11月は2000人超と
なり、前年から倍増。大いに注目を集めました。
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